
様式４
 

【記入日】

年 月 日

年 月 日

※１「親族」とは、保護者等と同居しており、二親等以内の親族に限る。
※２「常時の介護」とは、介護保険制度における要介護認定の要介護２以上を指す。

 以下の事項を必ず確認の上、全ての□にレ印及び必要事項を記入してください。

□この宣誓書の記載内容は、事実に相違ありません。
□（親族の負傷、疾病のため常時看護・常時の介護が必要な親族を介護）※３することとなったことを宣誓します。
※３「親族の負傷、疾病のため常時看護」、「常時の介護が必要な親族を介護」のどちらかに〇を付けてください。

 また、当該期間内に再就職するなど就労をした場合は速やかに申し出ます。
□この宣誓書の他、必要な事由証明書類を添付します。
□この宣誓書に虚偽の記載をして提出し、奨学給付金の支給をさせた場合は、不正利得の徴収や３年以下の懲役又は100万円以下の罰金等
に処されることがあることを承知しています。

（カナ）

（カナ）

□負傷、疾病により親族を常時看護していて、離職等した日から30日間のうちに再就職するなど就労をした場合は家計急変事由に該当し
ないことを承知しています。

親族を常時看護もしくは
介護することとなった経
緯や状況について
※□にレ印を付した上
で、詳細欄に詳しい経緯
や状況を記入してくださ
い。

（詳細）

□親族の負傷、疾病のため30日以上の常時の看護が必要となり、自身が看護を行うこととなった
□常時の介護※２が必要な親族の介護を、自身が行うこととなった
□その他の理由

同居の事実について
※住民票の写しで同居の
事実が確認できない場合

□看護もしくは介護される親族と同居していることを宣誓します。

年   月   日

親族を看護・介護することの宣誓書

（カナ）
常時看護・介護される親

族※１の氏名

保護者等との続柄

親族を常時看護・介護す
ることとなった日（離職
等した日）（西暦）

生徒の氏名

生徒が在学する
 学校の名称

生徒の生年月日（西暦）

離職（事業を廃止、役員
を辞任※以下「離職等」
と言う。）した保護者等

の氏名

愛知県立    高等学校長 殿


